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地 域 に 協 同 の 　 心をはぐくみ 　 明 るくた のしく

沖
縄
を
知
ろ
う
！
番
外
編

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
沖
縄
Ⅰ

くらし応援カレンダー

今月のコープふるさと便
　コープふるさと便は、生協が自信を持っておすすめする山形の味を産地直送でお送りします。
おいしさと安全をお届けする「おいしさの直行便」産地直送のコープふるさと便を是非、ご利用ください。

《コープ千石センター（鶴岡）》 
1977年くらしのセンターと改称した初めてのセンター
として、千石センターがオープン（450坪）。1998年６
月の改装を経て、2013年９月２日、建て替えの為取
り壊し。2014年６月４日、新・千石センターオープン。
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コープへ
行こう！

4月

今月は、庄内のささまきのふるさと便をご案内いたします
　ささまきは、もち米を笹の葉に包んで煮たものです。JA庄内たがわでは、灰汁水で煮た黄色の
ささまきを、JAあまるめでは、「灰汁」を使わずに煮た白いささまきを作っています。
　ささまきは、子どもが健康であることを願って、また、子どもの旅立ちに際し、無病息災を祈って
作った食べ物と言われています。
　子どもの日だけでなく、ひな祭りにも、そして、新生活を始めるお子様に…、一緒に食したり、
送って差し上げてはいかがでしょうか？
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コープポイント5倍デー

コープポイント5倍デー

コープポイント5倍デー

コープポイント5倍デー

コープポイント7倍デー
コープカードグリーンで10倍

コープポイント7倍デー
コープカードグリーンで10倍
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お得情報
いずれのスタンプデーも、本体価格
１０００円毎に、スタンプ１個押印します。
スタンプが２０個たまりますと、５００円の
お買い物券としてご利用いただけます。

シニアスタンプ
満60歳以上の方限定の

スタンプデーです。
毎週火曜日

すくすくスタンプ
子育て世代を応援するスタンプ
デーです。小学生までのお子さん
をお持ちの方限定。毎週水曜日

みんなのスタンプ
組合員全員が

対象のスタンプデーです。
毎週木・土曜日の2日間

くらし応援
５％還元の日
エープリル
フール

八十八夜 憲法記念日

春土用の丑

新聞休刊日

くらし応援
５％還元の日
メーデー

来て！見て！味わって！
大試食会

来て！見て！
味わって！
大試食会

昭和の日

みどりの日
春の節句

子どもの日
立夏

新聞休刊日

イースター 春土用の入り

くらし応援
５％還元の日
+コープ商品
10％引き

どこでも『300円割引券』発行始まりました！
① 共立社のどこのセンターでも
　「300円割引券」が発券されます

これまでは、割引券発行センターとして、特定の１センター
を「登録センター」として登録いただいていましたが、これか
らは山形県内どこのセンターでも発券されます。そのため、
「登録センター」の表示は無くなります。

② お買い物の後に、たまったポイントが
　 すぐわかる！

これまでは、前日分までの累計ポイントがレシートに表示さ
れていましたが、これからは「今回ご利用分まで」となり、当
日のお買い物のポイントも加算された累計で表示されま
す。これにより、300ポイントがたまった時点で、直ぐに

「300円割引券」が発券されるようになりました。
これからは、

どのセンターでも
「300円割引券」が
発券されます！

300円割引券
これからは、

今回お買い上げの
ポイントも、即、レシート

に表示されます！

今まで

これから

【前回お買い物分まで】
ポイント累計　198点

今回ポイント　　18点
ポイント累計　 216点

くらしのセンターからのお知らせ



組
合
員
の

24月号

こ
ご
み
の
ご
ま
和
え

う
ど
の
酢
の
物

う
る
い
の
お
浸
し

こごみ    100g
ごま    大さじ1
醤油    大さじ1
砂糖    大さじ1
酒    少々

うど    ２本（中）
きゅうり    1本
酢    大さじ２杯
砂糖    80〜100g
レモン    1/２個
塩    少々

うるい    100g
かつお節    少々
醤油    お好みで

材料

材料

材料

作り方

作り方

作り方

1.こごみはきれいに洗い、水気を切る。
2.鍋にお湯を沸騰させて塩小さじ１（分量外）を入れ、

1.のこごみを入れてさっとかき混ぜ、色が鮮やかにな
ったらザルにあげる。

3.2.のこごみを3cm幅に切る。
4.すり鉢でごまをよく擦り、醤油、砂糖、酒を加え更によ
く擦り混ぜ、最後に茹でたこごみを加えて、和える。
※茹ですぎると食感が良くなくなるので、注意する。

1.酢・砂糖・塩で甘酢を作り、レモン汁を絞って加える。
2.うどは皮を剥き、短冊切りにして、水にさらしておく。
3.きゅうりを輪切りにしておく。
4.2.のうどと、3.のきゅうりの水気を切り、1.の甘酢に入れ、
味をなじませる。

※みかんの缶詰めなどを上に飾ると見栄えも良い。

1.うるいは根本のうすい皮（はかま）を取り除き、良
く洗って、水気を切る。

2.鍋にお湯を沸かし、①のうるいをさっと茹で、直ぐ
に冷水にさらす。

3.ザルにあげて、よく水気を切る。
4.3〜4cmの食べやすい長さに切りそろえ、器に
盛って、かつお節と醤油をかける。

※茹ですぎるとしゃきしゃきした食感が無くなるので注
意する。

※生姜醤油やマヨネーズをかけても美味しい。

その他の料理法
・くるみ和え　・おひたし　・天ぷら
・みそ汁の具

その他の料理法
・天ぷら　・きんぴら　・煮物
・くるみ和え

［春の山菜レシピ １］

［春の山菜レシピ ３］

その他の料理法
・きゅうり、生姜と浅漬け　・天ぷら
・ごま和え　・くるみ和え

【春の山菜レシピ ２】



生協・庄内浜文化伝道師が伝える

3 4月号

募集中！
伝えたい～わが家のレシピ～の
コーナーでは、組合員の皆さんの
「わが家のレシピ」を募集してい
ます。その他にも、こんな料理
の作り方を聞きたい、こんな特
集をして欲しいなどのご要望も
お待ちしています。
募集内容：①山形県内で食べられ
ているもの　②各地域に伝わる
季節ごとの伝統食・行事食　③
旬の食材・地場の食材を使った、
各家庭に伝わる創作料理・デザー
ト　など
応募方法：14ページの宛先に、
おはがき、封書、メール等で、
①お名前 ②連絡先 ③レシピ名
④材料（できるだけ詳しく）
⑤作り方　⑥レシピにまつわる
エピソードなどを記入の上、お送
りください

桜マスのさばき方

③エラを外す ④腹を切り、②包丁の背でうろこを取る①桜マスは、

⑦水できれいに洗う ⑧頭を取る⑥血合いを包丁で掻き出す⑤内臓を取り出す

⑪３枚になる ⑫カマを切り落とす⑩反対も同じ要領で切る

⑭３枚おろし完成

⑨背骨に沿って包丁を入れる

⑬腹骨を薄く切り落とす

桜
マ
ス
の
塩
焼
き

桜マス    ２切れ
塩    少々

材料（２人分）

作り方

桜
マ
ス
の
煮
付
け

桜マス    ２切れ
煮汁（醤油１：みりん1：
　　 水６の割合）
片栗粉    少々
にら    1/２束

材料（２人分） 作り方
1.煮汁の材料を鍋に入れ、煮たたせる。
2.桜マスの切り身に片栗粉を薄くまぶす。
3.1.の鍋に、2.の桜マスを入れ、再び沸騰した
ら火を弱め、アクを取りながら1２〜13分煮る。
（片栗粉をまぶすと煮崩れしにくく、味が絡ま
りやすくなる）

4.にらを茹で、食べやすい長さに切って、煮付
けに添える。

1.桜マスをお好みの厚さに切る。
2.塩少 を々振り、焼く。
3.器に盛りつけ、お好みで青味を添える。

※あらも煮付けて食べると美味しい



44月号

特集・沖縄を知ろう！番外編 ※協力：コープおきなわ

米
軍
の
あ
ら
ゆ
る
軍
事
機
能
を

負
わ
さ
れ
た
沖
縄

◆
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
枯
葉
剤

　

第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
で
、
ベ
ト

ナ
ム
が
南
北
に
分
断
さ
れ
た
後
、
北
ベ

ト
ナ
ム
の
共
産
党
政
権
が
南
に
及
ぶ
こ

と
を
強
く
警
戒
し
た
ア
メ
リ
カ
は
南
ベ

ト
ナ
ム
を
支
援
し
、
1
9
6
4
年
8
月
、

「
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
」
を
口
実
に
北
ベ

ト
ナ
ム
を
爆
撃
。
1
9
6
5
年
2
月
か

ら
は
恒
常
的
な
「
北
爆
」
を
行
い
、
本

格
的
に
軍
事
介
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で

「
枯
葉
剤
」
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
枯
葉
剤
を
撒
布
す
る
作
戦
に
最
初
に

つ
け
た
名
称
は
「
ヘ
イ
デ
ィ
ー
ズ
（
ギ

リ
シ
ャ
語
で
ハ
デ
ス
＝
地
獄
）
作
戦
」。

し
か
し
、
広
報
担
当
か
ら
の
指
導
が
入

り
、「
ラ
ン
チ
ハ
ン
ド
作
戦
」
と
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

使
用
さ
れ
た
枯
葉
剤
の
全
体
の
60
％

を
占
め
て
い
た
の
が
、
高
濃
度
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
含
む
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・

オ
レ
ン
ジ
」。（
そ
の
毒
性
は
、
猛
毒
で

知
ら
れ
る
イ
ペ
リ
ッ
ト
、
サ
リ
ン
や
青

酸
カ
リ
よ
り
も
強
く
、
10
億
分
の
1
グ

ラ
ム
で
、
癌
、
胎
児
の
奇
形
を
含
む
先

天
性
異
常
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い

る
）

　

ア
メ
リ
カ
軍
は
、
1
9
6
2
年
1
月

か
ら
10
年
間
で
1
万
9
9
0
5
回
に
渡

り
、
主
と
し
て
南
部
・
中
部
ベ
ト
ナ
ム

に
7
6
0
0
万
リ
ッ
ト
ル
の
枯
葉
剤
を

空
中
散
布
し
ま
し
た
。（
一
部
他
の
撒

布
方
法
も
行
わ
れ
た
）
撒
布
は
、
住
民

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
使

用
し
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
1

／
3
は
食
料
生
産
地
を
標
的
と
し
て
い

て
、
米
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
耕
作

地
に
散
布
さ
れ
ま
し
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム

の
農
民
が
土
地
を
放
棄
し
、
米
軍
が
実

質
支
配
す
る
都
市
部
へ
流
入
す
る
よ
う

に
仕
向
け
る
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

1
9
6
6
年
に
は
、
枯
葉
剤
の
補
給

が
追
い
付
か
ず
に
底
を
つ
き
、
製
造
工

場
は
24
時
間
フ
ル
操
業
の
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
軍
用
に
除
草
剤
を
供
給
し
た

会
社
は
、
米
国
の
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
、

モ
ン
サ
ン
ト
社
を
含
む
37
社
に
の
ぼ
り
、

カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本

に
も
生
産
拠
点
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
霧
状
に
撒
布
さ
れ
た
枯
葉
剤
を

▲ランチハンド作戦による枯葉剤散布の様子

繰
り
返
し
全
身
に
浴
び
生
き
延
び
た
ベ

ト
ナ
ム
の
人
々
の
多
く
に
、
ク
ロ
ル
ア

ク
ネ
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
被
爆
に
よ
り
発

生
す
る
特
異
な
皮
膚
疾
患
）
の
他
、
通

常
見
ら
れ
な
い
重
い
皮
膚
疾
患
、
種
々

の
癌
、
妊
娠
中
の
異
常
、
流
産
、
早
産

な
ど
、
多
く
の
健
康
被
害
が
現
れ
、
催

奇
性
は
2
世
代
の
み
な
ら
ず
3
世
代
に

も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
枯
葉
剤
の
被
害
に
遭
っ
た
の

は
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、

撒
布
し
た
側
の
米
軍
兵
士
も
健
康
被
害

で
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
無
差
別

大
量
殺
人
に
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
始
め

世
界
中
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

◆
太
平
洋
の
要
石
　
沖
縄

　

ア
メ
リ
カ
軍
が
ベ
ト
ナ
ム
で
北
爆
を

開
始
し
た
年
の
1
9
6
5
年
7
月
28
日

の
朝
、
台
風
を
避
け
る
た
め
と
し
て
グ

ア
ム
島
か
ら
沖
縄
・
嘉
手
納
基
地
に
飛

来
し
て
い
た
「
黒
い
殺
し
屋
」
と
も
呼

ば
れ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
略
爆
撃
機

B
52　

30
機
は
、
そ
の
翌
日
、
ベ
ト
ナ

ム
を
無
差
別
攻
撃
し
ま
し
た
。
爆
撃
は
、

29
日
午
前
7
時
15
分
か
ら
8
時
5
分
ま

で
行
わ
れ
、
約
5
百
㌧
の
爆
弾
を
投
下

し
、
昼
過
ぎ
に
は
嘉
手
納
飛
行
場
へ
戻

っ
て
き
ま
し
た
。

ベトナム戦争と沖縄Ⅰ
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日
米
安
保
条
約
の
取
り
決
め
で
は
、

米
軍
が
日
本
を
防
衛
す
る
以
外
の
目
的

で
、
日
本
国
内
の
基
地
か
ら
戦
闘
作
戦

行
動
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
日
本
政

府
と
の
協
議
が
必
要
、
と
の
決
ま
り
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
頃
、
沖
縄
は
ア
メ

リ
カ
の
施
政
権
下
に
あ
り
、
安
保
条
約

は
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
た
め
「
事
前
協
議
を
し
な
く
て
も
沖

縄
の
基
地
か
ら
直
接
戦
闘
作
戦
行
動
に

発
進
し
て
も
問
題
は
な
い
」
と
い
う
の

が
外
務
省
の
見
方
で
し
た
。

　

B
52
は
そ
の
後
も
台
風
を
理
由
に
嘉

手
納
に
飛
来
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1

9
6
８
年
2
月
、
グ
ア
ム
島
付
近
に
台

風
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
々
と

飛
来
し
た
B
52
は
毎
日
編
隊
で
離
陸
し
、

ベ
ト
ナ
ム
へ
飛
び
立
ち
、
ま
た
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
以
来
立
ち
去
る
気
配
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
居
座
っ
た
の
で
す
。

　

沖
縄
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
の
往
復
時

間
は
約
4
時
間
。
米
軍
の
太
平
洋
軍
司

令
官　

ユ
リ
シ
ー
ズ
・
グ
ラ
ン
ト
・
シ

ャ
ー
プ
大
将
は
「
沖
縄
な
く
し
て
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
沖
縄
は
、
紛
れ

も
な
く
米
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
戦
略

基
地
、
B
52
の
爆
撃
拠
点
で
し
た
。

◆
B
52
墜
落
事
故

　

1
9
6
８
年
11
月
19
日
、
午
前
4
時

18
分
頃
、
嘉
手
納
基
地
の
滑
走
路
か
ら

離
陸
し
よ
う
と
し
た
B
52
が
墜
落
し
て

爆
発
し
ま
し
た
。
機
体
の
破
片
は
周
辺

に
飛
び
散
り
、
原
野
火
災
が
発
生
し
、

約
1
時
間
に
わ
た
っ
て
燃
え
続
け
ま
し

た
。

　

爆
風
は
4
キ
ロ
四
方
に
及
び
、
嘉
手

納
基
地
周
辺
の
民
家
は
窓
ガ
ラ
ス
な
ど

が
破
損
し
、
け
が
人
も
出
ま
し
た
。
爆

発
音
は
ゴ
ザ
市
内
（
現
・
沖
縄
市
）
に

ま
で
大
き
く
轟
き
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
発

表
で
は
、
乗
員
7
名
の
う
ち
2
人
が
重

体
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

住
民
は
、「
原
爆
が
落
ち
た
の
で
は

な
い
か
」「
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
報
復
攻

撃
で
は
な
い
か
」
と
逃
げ
惑
っ
た
と
い

い
ま
す
。
当
時
、
嘉
手
納
基
地
近
く
の

知
花
弾
薬
集
積
所
に
は
核
兵
器
が
貯
蔵

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
し
、
墜
落
方
向

が
後
5
0
0
メ
ー
ト
ル
ず
れ
て
い
た
ら
、

沖
縄
は
地
図
上
か
ら
消
え
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
。

◆
沖
縄
の「
ベ
ト
ナ
ム
村
」

　

ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
本
格

的
に
介
入
す
る
1
9
6
0
年
代
、
米
軍

は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
ゲ
リ
ラ
戦
訓
練
な

ど
の
た
め
に
、
沖
縄
本
島
の
北
部
訓
練

場（
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
闘
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

に
通
称
「
ベ
ト
ナ
ム
村
」
を
設
置
し
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
風

の
家
が
再
現
さ
れ
、
家
畜
な
ど
も
飼
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
住
民

が
ベ
ト
ナ
ム
人
役
で
徴
用
さ
れ
、「
演

習
場
に
住
民
が
近
付
か
な
い
よ
う
に
見

張
る
仕
事
」
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
は
亜
熱
帯
の
森
に
入
り
、
そ
の
ま

ま
15
日
間
、
ゲ
リ
ラ
戦
の
訓
練
に
参
加

さ
せ
ら
れ
た
と
の
証
言
も
あ
り
ま
す
。

　

64
年
8
月
、
米
統
治
の
最
高
責
任
者

ワ
ト
ソ
ン
高
等
弁
務
官
が
ベ
ト
ナ
ム
村

で
模
擬
ゲ
リ
ラ
戦
を
視
察
し
た
際
、
6

歳
の
幼
児
を
連
れ
た
女
性
を
含
む
、
高

江
の
住
民
約
20
人
が
動
員
さ
れ
、
ベ
ト

ナ
ム
人
役
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

周
辺
に
は
、
落
と
し
穴
や
罠
も
多
数

仕
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
木
材
の
斬
り
込

み
に
入
っ
た
住
民
が
穴
に
落
ち
て
重
傷

を
負
っ
た
り
、
訓
練
中
の
兵
士
が
演
習

場
か
ら
外
れ
て
民
家
近
く
ま
で
迫
っ
て

く
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
訓
練
場
で
は
枯
葉
剤
の
試

験
噴
霧
を
し
て
い
た
、
と
の
退
役
軍
人

の
証
言
も
あ
り
ま
す
。
現
に
東
村
・
高

江
に
は
、
1
9
6
0
年
代
半
ば
ま
で
米

軍
提
供
区
域
だ
っ
た
場
所
で
、
草
の
生

え
て
こ
な
い
区
画
が
い
く
つ
か
あ
る
そ

う
で
す
。

◆
目
に
見
え
な
い
恐
怖

　

1
9
6
８
年
7
月
21
日
、
沖
縄
本
島

中
部
の
具
志
川
海
岸
で
、
那
覇
か
ら
夏

休
み
の
臨
海
学
校
で
来
て
い
た
小
学
6

年
生
2
3
7
名
が
海
に
入
っ
て
か
ら
20

分
後
、
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
唇
が
腫
れ
上
が
り
、目
は
充
血
し

て
痛
み
、中
に
は
火
傷
の
症
状
が
酷
く
、

入
院
し
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
原
因

は
よ
く
分
か
ら
ず
、
化
学
薬
品
も
疑
わ

れ
ま
し
た
。

▲琉球朝日放送のホームページより

　

こ
の
事
件
と
同
じ
時
期
、
近
隣
の
水

田
で
奇
形
の
カ
エ
ル
が
数
十
匹
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
は
多
肢
で
、
子
ど
も

達
に
は「
具
志
川
蛙
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

知
花
弾
薬
庫
は
、
具
志
川
海
岸
か
ら

わ
ず
か
10
㌔
の
距
離
に
あ
り
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）



いっしょに
つくる

COOP 産直の

64月号

～
よ
り
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
、健
康
的
な
飼
育
を
目
指
し
て
～

お
い
し
い
牛
乳
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
里

「
飯
豊
な
が
め
や
ま
牧
場
」

　

な
が
め
や
ま
牧
場
で
は
、
今
回
の
牛

舎
の
増
設
工
事
に
よ
っ
て
牛
舎
面
積
が

お
よ
そ
1
6
８
2
坪
か
ら
3
0
0
坪
以

上
増
え
2
0
0
0
坪
近
く
に
な
り
ま
し

た
。
目
的
は
、
飼
育
頭
数
を
増
や
し
生

乳
の
出
荷
量
を
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
最
大
の
目
的
は
一
頭
当
り
の
牛

舎
で
の
飼
育
面
積
を
、
以
前
は
畳
2
枚

分
ち
ょ
っ
と
だ
っ
た
も
の
を
、
今
回
の

増
設
で
畳
3
枚
分
く
ら
い
と
25
％
ほ
ど

広
げ
て
「
ゆ
と
り
」
あ
る
飼
育
を
す
る

こ
と
で
、
よ
り
健
康
的
で
ス
ト
レ
ス
が

少
な
い
飼
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
だ

そ
う
で
す
。
な
が
め
や
ま
牧
場
の
牧
草

地
の
面
積
は
、
44

ha
（
東
京
ド
ー
ム
10

個
分
弱
）
と
広
々
と
し
て
い
ま
す
が
、

広
い
牧
草
地
に
放
牧
で
き
る
春
～
秋
の

雪
の
無
い
時
期
は
い
い
の
で
す
が
、
牛

が
寝
床
で
あ
る
牛
舎
に
戻
る
夜
間
や
、

積
雪
量
の
多
い
冬
期
間
は
終
日
牛
舎
で

▲広くなった牛舎内

ひ
ろ
く
な
っ
た
牛
舎
で
の
び
の
び

様
々
な
工
夫
で
ス
ト
レ
ス
削
減

　

な
が
め
や
ま
牧
場
で
は
、
こ
の
他
に

も
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す
る
た
め
の
工

夫
と
し
て
飼
育
面
積
だ
け
で
は
な
く
一

日
の
搾
乳
量
や
搾
乳
時
間
に
も
気
を
使

っ
て
い
ま
す
。
搾
乳
量
に
つ
い
て
は
、

多
い
牧
場
で
は
牛
一
頭
あ
た
り
一
日
35

㎏
ほ
ど
も
搾
る
と
こ
ろ
を
、
な
が
め
や

ま
牧
場
で
は
26
㎏
ま
で
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
パ
ー
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
牛
が
ま
わ

り
な
が
ら
搾
乳
で
き
る
設
備
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
よ
り
搾
乳
時
間
を
短
縮
で

き
て
ス
ト
レ
ス
が
減
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
牛
は
体
温
が
38
度
と
高
い
た

め
に
、
寒
さ
に
は
強
い
の
で
す
が
、
暑

さ
に
は
弱
い
た
め
、
暑
さ
対
策
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
屋
根
に

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

牛
舎
内
の
温
度
が
上
が
り
過
ぎ
な
い
よ

　
今
回
は
、
共
同
購
入
と
セ
ン
タ
ー
で
「
放
牧
酪
農
牛
乳
」
と
「
放
牧
酪
農
プ
レ
ー
ン

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
で
お
な
じ
み
の
、「
飯
豊
な
が
め
や
ま
牧
場
」
を
訪
ね
、
最
近
増
設
工

事
が
完
了
し
稼
動
を
始
め
た
牛
舎
の
飼
育
状
況
や
、
今
後
の
構
想
な
ど
に
つ
い
て
、
遠

山
場
長
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

▲飯豊ながめやま牧場　職員のみなさん

過
ご
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
牛
が
過
ご

す
時
間
の
多
い
牛
舎
面
積
を
増
や
し
て

一
頭
あ
た
り
の
飼
育
面
積
を
拡
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
今

回
の
牛
舎
増
設
で
牛
舎
面
積
も
増
え
ま

し
た
が
、
飼
育
頭
数
自
体
は
3
0
0
頭

か
ら
3
2
0
頭
に
し
か
増
や
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
分
牛
が
の
ん
び
り
と
過
ご
す

ゆ
と
り
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
た
と
い
う
わ

け
で
す
。（
日
本
の
乳
牛
飼
育
の
平
均

的
な
一
頭
あ
た
り
の
飼
育
面
積
は
畳
1

枚
半
～
2
枚
分
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
と
比
較
す
る
と
い
か
に
な
が
め
や

ま
牧
場
の
牛
が
ゆ
と
り
あ
る
飼
育
環
境

に
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
）
遠
藤
場
長

い
わ
く
、
今
回
の
増
設
で
更
に
占
有
面

積
が
増
え
た
お
か
げ
か
、
飼
育
し
て
い

る
牛
の
乳
量
も
増
え
、
顔
つ
き
も
心
な

し
か
お
だ
や
か
に
な
っ
た
よ
う
に
見
え

る
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲搾乳場（パーラー）

レポート



7 4月号

みなさん　こんにちはー
　牧場も春の風が快い季節となりました。牛
たちも牛舎の柵から顔を出して暖かい日差し
を浴びながら、気持ちよさげに日向ぼっこし
て放牧地をながめています。もう少し暖かく
なると牧柵張りや草地整備等の準備を終えて、
牧草も伸びた頃に放牧開始となります。
　今年も牛たちが健康に育っておいしい牛乳
を生産し、みなさんに届けられるよう社員・牛
一同がんばりたいと思います。

㈱飯豊ながめやま牧場

　遠山　和也

組合員の皆さんへ
メッセージ

う
に
す
る
こ
と
で
、
夏
場
の
牛
舎
内
の

快
適
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
牛
の
個
体
差
（
個
性
）
に

も
気
を
配
る
飼
育
を
心
が
け
て
い
る
そ

う
で
す
。
た
と
え
ば
、
配
合
飼
料
が
大

好
き
な
牛
も
い
れ
ば
牧
草
が
好
き
な
牛

も
い
る
し
、
小
食
や
大
食
漢
の
牛
も
い

る
、
ま
た
広
い
放
牧
場
で
の
び
の
び
す

る
の
が
大
好
き
な
牛
も
い
れ
ば
、
牛
舎

か
ら
あ
ま
り
出
た
が
ら
な
い
牛
も
い
る

の
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
牛
の

個
性
に
合
わ
せ
て
無
理
に
外
に
出
さ
な

い
な
ど
、
無
理
強
い
を
し
な
い
飼
育
を

心
が
け
て
い
る
と
遠
山
場
長
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

な
が
め
や
ま
牧
場
で
は
自
給
率
向
上
を

目
指
し
、
自
家
栽
培
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン

（
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
）
の
他
、
県

内
産
は
え
ぬ
き
の
稲
わ
ら
や
エ
コ
フ
ィ

ー
ド
（
食
品
残
渣
飼
料
＝
県
産
お
か
ら
、

り
ん
ご
果
汁
な
ど
の
搾
り
か
す
、
宮
城

県
産
の
モ
ル
ト
か
す
や
ビ
ー
ル
か
す

等
）
を
給
仕
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
山
形
県
産
の
飼
料
米
も
10
％
ほ
ど
配

合
す
る
こ
と
で
更
に
食
料
自
給
率
を
高

め
、
今
で
は
配
合
飼
料
の
60
％
以
上
が

国
産
化
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
酪
農

放
牧
牛
乳
や
プ
レ
ー
ン
ヨ
グ
ル
ト
を
利

用
さ
れ
て
い
る
消
費
者
の
皆
さ
ん
は
、

レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
）
は
お
い
し
い
に

決
ま
っ
て
い
る
！
と
あ
ら
た
め
て
痛
感

し
て
き
ま
し
た
。

し
た
。
生
協
と
し
て
も
、
農
業
や
酪
農

に
携
わ
る
人
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
厳

し
い
環
境
に
あ
る
酪
農
の
世
界
に
身
を

投
じ
、
明
確
な
目
標
や
夢
を
持
っ
た
若

い
生
産
者
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
生
産
し

た
素
晴
ら
し
い
生
乳
を
使
っ
た
「
放
牧

酪
農
牛
乳
」
や
「
放
牧
酪
農
プ
レ
ー
ン

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
利
用
を
増
や
し
、
少

し
で
も
早
く
1
0
0
％「
放
牧
酪
農
」製

品
と
し
て
利
用
・
供
給
さ
れ
る
宣
伝
も

含
め
、
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
！
と
強
く
感
じ
て
取
材
を
終
え
て

き
ま
し
た
。

　
「
い
っ
し
ょ
に
C
O
O
P
の
読
者
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
放
牧
酪
農
牛
乳
と
プ
レ

ー
ン
ヨ
グ
ル
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
宣
伝
の
方
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
」

地
産
地
消
企
画
部
　
橋
本
俊
一

更
な
る
自
給
率
向
上
を
目
指
し
て

若
手
酪
農
家
が
運
営

生
協
が
出
来
る
こ
と

単
に
お
い
し
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

よ
り
安
全
安
心
な
食
品
を
求
め
て
い
る

方
々
が
多
い
の
で
、
今
後
も
更
に
国
産

や
県
産
の
度
合
い
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
な
が
め
や
ま

牧
場
で
は
2
0
0
6
年
か
ら
放
牧
酪
農

に
取
り
組
ん
で
い
て
2
0
1
0
年
に
は

㈳
日
本
牧
草
地
畜
産
種
子
協
会
か
ら

「
放
牧
畜
産
実
践
農
場
」
の
認
証
を
受

け
、
本
州
で
は
3
箇
所
の
み
、
東
北
で

は
唯
一
の
「
放
牧
畜
産
基
準
」
を
満
た

し
た
牧
場
で
す
。
現
在
こ
こ
を
運
営
し

て
い
る
の
は
総
勢
で
9
名
・
平
均
年
齢

は
30
代
前
半
（
牧
場
長
の
遠
山
場
長
も

39
歳
）
の
若
手
の
酪
農
家
た
ち
で
す
。

遠
山
場
長
自
身
も
就
農
す
る
以
前
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
学
校
を
出
て

農
業
や
酪
農
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
他
の
牧
場
職

員
も
「
酪
農
は
始
め
て
」
と
い
う
方
が

ほ
と
ん
ど
だ
そ
う
で
、「
何
事
も
思
い

つ
い
た
ら
、
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
！
」

が
運
営
上
の
モ
ッ
ト
ー
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
気
風
・
運
営
方
針

が
、「
牛
の
こ
と
が
第
一
！
」「
牛
に
や

さ
し
い
飼
育
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
し
、
そ
ん
な
牛
た
ち

の
生
乳
か
ら
で
き
た
牛
乳
（
放
牧
酪
農

牛
乳
）
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
放
牧
酪
農
プ

　

そ
ん
な
牧
場
で
生
産
さ
れ
た
素
晴
ら

し
い
生
乳
で
す
が
、
現
在
は
ま
だ
１
０

０
％
放
牧
酪
農
と
う
た
っ
た
乳
製
品
と

し
て
活
用
・
販
売
さ
れ
て
い
な
い
の
だ

そ
う
で
す
。
生
産
さ
れ
た
生
乳
の
60
％

は
前
述
の
「
放
牧
酪
農
」
の
名
を
冠
し

た
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
し
て
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
残
り
の
40
％
は
一
般

の
牛
乳
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
の
が

実
情
だ
そ
う
で
す
。
遠
山
場
長
の
当
面

の
目
標
は
、
そ
ん
な
状
況
か
ら
早
く
脱

し
て
、
1
0
0
％
「
放
牧
酪
農
」
の
名

を
冠
し
た
製
品
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
だ
と
力
を
込
め
て
話
し
て
お
ら
れ
ま
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
う
た
ご
え
サ
ー

ク
ル
“
レ
イ
ン
ボ
ー
”
の
み
な
さ
ん
の

歌
で
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
天
童
9
条
の
会
の
瀬
野
幸

男
さ
ん
よ
り
情
勢
報
告
と
し
て
、
現
在

国
会
で
審
議
中
の「
テ
ロ
等
準
備
罪（
共

謀
罪
）」
法
案
に
つ
い
て
、
現
代
の
治

安
維
持
法
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
わ
か
り
易
く
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
け
て
、
芦
野
照
雄
さ
ん
よ
り
戦
争
体

験
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
芦
野

さ
ん
は
東
根
市
在
住
で
す
が
、
生
ま
れ

は
満
州
で
、
日
本
に
引
き
揚
げ
て
来
る

ま
で
の
体
験
談
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
て
提

案
し
、
参
加
者
全
員
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
戦
時
食
体

験
で
は
、「
す
い
と
ん
」
と
「
蒸
か
し
芋
」

を
試
食
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
現
代

で
は
お
か
わ
り
を
す
る
ほ
ど
美
味
し
く

出
来
て
い
ま
す
。

　

戦
後
72
年
が
経
過
し
、
戦
争
体
験
を

語
り
継
げ
る
方
が
年
々
少
な
く
な
っ
て

い
る
中
で
の
体
験
談
は
大
変
貴
重
で
す
。

今
後
も
、
北
村
山
平
和
の
つ
ど
い
で
は
、

二
度
と
戦
争
が
起
き
る
こ
と
が
無
い
よ

う
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
語
り
継
い
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
採
択
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル
文
は
、

平
和
へ
の
願
い
が
広
が
る
よ
う
に
、
山

形
県
知
事
、
各
市
町
・
マ
ス
コ
ミ
・
政

党
へ
も
送
付
し
ま
し
た
。

組
織
部
　
安
達
幸
麿

▲オープニングは、うたごえサークル“レインボー”の
　みなさん

広
げ
よ
う
　
平
和
へ
の
思
い

北
村
山
平
和
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た

　
今
年
も
2
月
11
日
の〝
建
国
記
念
の
日
”に
各
市
町
村
の
後
援
や
協
賛
、
そ
し
て
各

マ
ス
コ
ミ
関
係
の
後
援
を
い
た
だ
き
、「
北
村
山
平
和
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
86
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

『協同組合』が
ユネスコの無形文化遺産に登録されました

　国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）は2016年11月30日、無形文化遺産保護条約第11回政府間委員会
において、「協同組合において共通の利益を形にするという思想と実践」のユネスコ無形文化遺産への登
録を決定しました。

　決定にあたってユネスコは、協同組合を「共通の利益と価値を通じてコミュニティづくりを行うことが
できる組織であり、雇用の創出や高齢者支援から都市の活性化や再生可能エネルギープロジェクトまで、
さまざまな社会的な問題への創意工夫あふれる解決策を編み出している」としています。

　協同組合は、人々の自治的な組織であり、自発的に手を結んだ人びとが、共同で所有し民主的に管理す
る事業体を通じて、共通の経済的、社会的、文化的なニーズと願いをかなえることを目的とした組織です。
日本には農林漁業協同組合、労働者協同組合、労働金庫などさまざまな協同組合があり、生活協同組合（略
称：生協）も数ある協同組合の一つです。

　今回の登録は、全世界で展開されている協同組合の思想と実践が、人類の大切な財産であり、これを受
け継ぎ発展させていくことが求められていることを国際社会が評価したものです。生協共立社では、今後
も協同組合運動を発展させ「いつまでも住み続けられるまちづくり」をすすめていきます。
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